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高欄内側のボードの重ね継手部の寸法を記入（モルタル厚 52mm，アンカー位置上端から 50mm，重ね継手長 200mm） 
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本編 （２）について （２）について 

2024.8.28 



1.1  本指針は，部材試験や実物大試験等の結果を基に策定したものである。本指針によらずに本工法を適用す

る場合には，模型実験や高度な解析等，工学的な方法で所要の性能を満足することを確かめ，主旨を十分に

尊重し，実状に適合するように行う必要がある。 

 

 本指針は，部材試験や実物大試験等の結果を基に策定したものである（付属資料 4参照）。本指針によらず

に本工法を適用する場合には，付属資料 4等を参考に，模型実験や高度な解析等，工学的な方法で所要の性能

を満足することを確かめ，主旨を十分に尊重し，実状に適合するように行う必要がある。 
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本工法を適用した既存の高欄は，RC 構造の地覆部の上にコンクリートブロックが積み重ねられている

構造である。図 2.1(a)は本工法を適用する前の試験体の概要を，図 2.1(b)は本工法を適用し補強および

嵩上げを行った試験体である。補強および嵩上げした試験体を対象とし，載荷試験を実施した。 

地覆および床版に用いたコンクリート（呼び強度 27N/mm2）および鉄筋径や加工形状は，既存高欄と同

様とした。コンクリートブロックは強度が不明であったため，JIS A 5406「建築用コンクリートブロック」

に規定される最も強度の低い A種を使用した。 

本工法を適用した既存の高欄は，RC 構造の地覆部の上にコンクリートブロックが積み重ねられている構

造である。図 2.1(a)は本工法を適用する前の試験体の概要を，図 2.1(b)は本工法を適用し補強および嵩上

げを行った試験体である。補強および嵩上げした試験体を対象とし，載荷試験を実施した。ここで，この連

結鋼材の設置状況やボード重ね継手部の長さ L と幅 B は，既設部分の形状や施工条件に依存して決定され

ることが多い。一方でボード破断まで継手の耐力を確保するための制約もあり，例えば参考文献 4)に示す

通り，幅 B が 50mm の場合，重ね継手部の耐力を十分確保するためには，L は 100mm では不足し 200mm

必要であることを確認している。また， L/B が小さいと耐力が低下する傾向があることが非線形有限要素

解析により確認されている 5)6)。 

したがって，高靭性セメントボードによる補強効果は，ボード重ね継手部の定着の影響を適切に考慮できる

模型実験や非線形有限要素解析に基づいて決定することを原則とする 5)6)。これに依らない場合は，B=50mm

～100mm の範囲において L/B=4.0 とするのがよい。なお，これは本実験において，ボード重ね継手部の定

着が確保され，平面保持が成立することが確認された諸元であるため，これと同等以上の定着性能が確保さ

れると判断される場合には，L/B を独自に設定し，本指針に記載された設計法を適用してもよい。 

地覆および床版に用いたコンクリート（呼び強度 27N/mm2）および鉄筋径や加工形状は，既存高欄と同様と

した。コンクリートブロックは強度が不明であったため，JIS A 5406「建築用コンクリートブロック」

に規定される最も強度の低い A種を使用した。 
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